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*1 鳴門教育大学 情報基盤センター 
*2 鳴門教育大学 地域連携センター 
*3 鳴門教育大学 附属小学校 









受け，2013 年 6 月に閣議決定された「日本再興戦略
-Japan is BACK-」[4]の中で，世界最高水準の IT社
会の実現の項で，産業競争力の源泉となるハイレベ
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図 2 プログラミング体験を取り入れた学習モデルと，プログラミング的思考を活用した学習モデル 
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